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2010年チリ地震による極移動の続報および地震による長期的な極移動について
Polar motion due to the 2010 earthquake in Central Chile and long-term polar motion due
to earthquakes
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地震による断層のずれは地球上の質量再分配を引き起こし、Length-of-Day（LOD:地球の 1日の長さ）や自転軸に変化
を起こす。2010年チリ地震では宇宙測地技術より、最大で 5マイクロガルの重力減少を示したが、これは地球の慣性主
軸が約 8cm動いたことに相当する (Heki and Matsuo, GRL 2010)。2010年秋の測地学会および地震学会では、2010年チ
リ地震による 8 cmの極運動を測地学的な観測でとらえる可能性について報告した。しかし極運動は地球表層流体である
大気や海洋の動きによっても励起されるため、それぞれ NCEPデータと ECCOモデルを用いて補正を行った。しかし、
当時は海洋励起補正のための ECCOモデルが 2009年半ばまでしかなかったために、チリ地震前後の極運動を直接議論す
ることが出来なかった。しかし大気・海洋双方の補正モデルがリリースされている期間の極運動励起極にこれらの補正
を行うと、励起極（極運動の中心）の年平均を三次の多項式で回帰した残差はチリ地震による変化とほぼ同じ程度にな
ることから、地震時の海洋励起補正モデルが公開された時点で再解析すれば、2010年チリ地震による極運動を検出でき
る可能性があることを示唆した。
今回の発表では、連合大会までには公開されているであろう ECCOモデルに基いて海洋による励起を補正して、地震

前後の極運動について再度解析を試みる。
今回の発表では、2010年チリ地震の極運動の話に加えて、地震により励起される長期的な極運動を計算した結果につ

いても報告する。この分野の研究は先行研究がなされており、今から約 100年前に始まった極運動観測の結果としばしば
比較されている。少なくとも 1900年以降に地震に励起された極運動の方向は経度 140E方向であり、観測されたグリー
ンランド方向の極運動とは逆向きかつ移動量は実際の極移動に比べてごくわずかであることが分かっている (Chao et al.,
1996, Spada, 1997)。本研究では地震に励起された極運動について再度解析を試みる。地球上で起こる大地震の多くは沈
み込み帯で発生し重力減少を引き起こす。そのため地震と同じ半球にある極は地震によって震源の方向へ動く性質があ
る。地震により励起される極運動の平均的な方向は 140E方向であるが、それらは北半球ではアジアの太平洋岸の沈み込
み帯、南半球では南米大陸太平洋岸の沈み込み帯で発生することが多い巨大地震を反映しているのであろう。
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